
令和元年度相談支援従事者研修内容検討の進捗状況について資料３

１．検討経過
	会議
	開催日
	検討内容

	第1回
	R1.9.27
	○国研修（9/11～13）の振り返り（検討事項の確認・課題共有）
○国の新研修カリキュラムと府研修との内容比較（講義部分）
○専門コース別研修（ファシリテーションコース）の実施内容検討
○今後スケジュールの確認

	第2回
	R1.11.6
	○初任者研修（演習マニュアル）の内容検討（国ガイドラインとの比較）
○専門コース別研修（ファシリテーションコース）の実施内容検討

	第3回
	R1.12.4
	○初任者研修（演習マニュアル）の内容検討（修正・追加）
○インターバル（課題実習）の方法について検討
○専門コース別研修（ファシリテーションコース）の演習方法の検討

	第４回
	R1.12.17
	○現任研修（演習マニュアル）の内容確認（国ガイドラインとの比較）
○専門コース別研修（ファシリテーションコース）の演習内容確認


※令和2年1月14日～15日に、国の「相談支援従事者研修企画運営検討会議」に出席予定。
　（内容：本年9月に実施した「相談支援従事者指導者養成研修」の内容を補強するものとして、
標準カリキュラムにおいて示している演習部分及び実習部分に関する具体的な展開方法）
※次回は、令和2年1月～2月に開催予定。

２．検討内容について
〇講義及び演習にかかるカリキュラムの検討
〇演習マニュアルの内容検討及び修正作業（初任者・現任）、使用する書式の整理
　 〇初任者研修⇒これまで大阪府で行ってきた５picを使用し、事例を用いたインテークアセスメントを実施す
るため、国のガイドラインとの突合、確認作業や、インターバル（課題実習）の手法・内容について検討中。また、専門コース別研修（ファシリテーションコース）で、新たに実施予定の初任者研修の模擬演習を今後ファシリテーターを担う相談支援専門員を対象に実施。
〇現任研修⇒演習の確認作業、インターバル（課題実習）の手法・内容について詳細を検討中。

＜参考＞
	研修名
	現行プログラム
	新プログラム（案）

	初任者研修
	○講義2日
○演習３日
	○講義2日間
◆演習5日間
◆インターバル（課題実習）2回（演習2日目及び3日目の後）

	現任研修
	○講義1日
○演習2日
	〇講義1日間
◆演習3日間
◆インターバル（課題実習）2回（演習1日目及び2日目の後）



３．今後の予定
・1月に国が開催する「相談支援従事者研修企画運営検討会議」での演習展開方法の内容を踏まえ、
2月をメドに、研修カリキュラム及び演習マニュアルを完成させる。
[bookmark: _GoBack]・年度末までに、市町村へ研修制度の見直しを周知するとともに、インターバルの受入れへの協力を依頼する。

（参照）参考資料１　「相談支援専門員研修制度の見直しについて」
　　　　　　参考資料２　「令和元年度大阪府相談支援従事者研修実施状況」
